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ま えがき

從・来林業試賤囑のあリかえについて,あぎり阕ノ心を拷ってL、な行刀東 

ボ,今春から歳,林水崖技術・会議の新宪委員となり.志比林漾狀癡湖・の・ 

林にかんする荷宼顧间•左京卷ざ払比のて、、、林斐試験について注慧室払う 

ように哲づたQ

林野庁劇から、林讃・経営上匕く(重囊である问Mを試瞄でヒリめげ、 

<あらえないという不平を南くことが、めるのは•林證就験螞び、林薄面悦・ 

并(匕怀って、’実用上重耍である林・紫・試験水灌視されるためで、はあるオい 

かと毒えヒこビび、わる厌,いういろ実椿を芝いて.みるん かほらず、 L-t> 

そうで、は版いうしい。

’実用顾値お商・いような遂林上の歪襄探題をXりめけ、匕 彳れにリっぱ5 

な指砒を与えるには、摩多大歲模の共同新-基を必要・するっが着蓮で、扬ろ 

う。それに灯多額の石［fを費とかほ・リ多くの算教にわたみ硏充羯盾!x・衣、霎 

堡されるのに、現在・の林業默験场はこれを.宠全vうけい位るよう版棒制 

木、匕との っていないように見える。

北年旭川潜林奇ポ主•冰となって,大学・就験福Tなどの浦兔者互勤眞し 

て実打し杉卷案峡匕お・ける京生林の基本勸査,および、未曾有め大幡k 

かんする鴻旅調登は,林叢林学の甚本刷売めし［きわめて貫夔•でめる农 

風害跻驱のJt林kいう林業終雲上もつ匕土)車大でめる潔題について,求



野庁から林紫式験場く対して調查而r恭う婁請米豚い二匕吋ふしざで、ある 

勿g 林案試験埸厠氷うこれを坦背したい匕いう申出状、あっえという諸を 

きかなl、ことけ质撼て、、ある.

券妹・産技術会議で、は、而r茏の企画なビ、こご担当すべ、臭かが、しば、し 

ば象適になっている厌,重要值M宏課霞は朽政官-方沐決定すべきでめる 

匕いう窓鬼庆多い。し加し成び、ら,睛窕者の能力WT卓修ビ、刀阪題もあ 

©から,而T茏課題層、ク 公公・みに沢さ电こーも,試験場匕してその拔能を 

妄金匠夷璋して,布攻官庁ク羯街に沿えるとはかぎるまい。し比が、って 

寧想として.は行政官•庁と須r宓阕匕が宏分に連谿協叢してzらぶことが 

望ましい。琴誠経験者の意基を求めるこヒもー探でめって、裝•林水產技 

術会談の專鬥別の』義喚会を応・用府兎景の風分だ、けにかぎ、ることは賢明 

で?白めるまい〇

林業試蘇場は膏潁の盛費を枝っているから,面究囊にこまることはめ 

るないビ考え.てい比が、度の芙席"を知ったおビろい圮した、いて、、ある「経 

費刃総凝はか点らずし如す< 詹い匕いえない匕しても 厨死若の敬駅、い 

ちじるしくふえているため,/スめ匕リの砥恭黄&わずかしか度い。鱸 

前には,その建隨演輩から判断す亿ば,お七うく荷茏の禰功に徙専し 

ていた比、ろう匕密われる人々七,截彼における風主//kのためで、あろう択, 

・私ぞれ曲しの万r就r匕し"-肯の廊f•宛課題え痔っているよう匕宼える。 

すなわち万庞課題の教厌い匕す、、りにふえる烦向ポいちじるしく,こうい 

う瀕死の進めかたをしていこy,行政官方刨”、ら夷用になら塚い匕いう 

姓判近うけるお吃れ米める。なお與潴の林療麥害に小・吝用で、き 3 ほ 

讓題瓦 威験砒疝の対・魏としてかおらず、しち舖当で・い傾向次•あるから 

多数の砥癖冰、¥オしを％彼立.の球をにリあ庁ていると,巽用上莉催の 

2

高1'成来五知価することがいっそう鄭匿になるので、広めるまいか。

変を野外における夷用本也勺諷査硏気は、おピ'うくほど多顎のう娯と 

旅我匕室込事とす勾から,裁験場に与え丹北ている荏震つ乎專で?こ尤星 

女華する二匕は的とん必可能であろう。

林木育鹿場ケ持别会新一本ビ苦とめられ比::とには、いろいるの事贋 

おわな匕尽う抉,実用为・林喋試驗の一都回 国有ノ床則の傷カを崇めるい 

と,か•はり不寇•全床・ちのになめおせれが'ある。

国有林の矩菖上更莲ピ、おる砥疝課題ははな•はビ多い 庆・新兎胶痢の禪 

琴や能力対と、を角えて,萩当・に琅捨留^するこビケ恵務中の森精である。

林業試徐昜の矶充看は.甫宪用の、旅肾京坯くてこまっている皆ビで, 

・有林の幸宿:にくわしい人は芨れで、め瓦 し匕状、って行政官方则炉ら顶 

嫖匕実用になり之らな款験沛r免の成泉を要望されても、こ刀期待んこえ 

えるこ匕付四耗亡、あろう。Wピ林株・上直睡で、ある疲寃課瘤上でがすヒめ 

q 京r死肴ポみず、から牙软rることはさらにいつ・う柱擬ゼ、おる宿え 

如

しR來刀之,実妣褪舞のさい点町レセことにる匕づ、いて,林諜・餐蓉 

上更骚であると忍、われる廊・麦課題を揆状するための参お田啓リ之らな旋" 

消を挺佚する食味で、,而鬼全逮べ、るこめを許されたい。

屑妻峡虱害跡;地の造板

素生林^ついて大規携の哮旋困査をおこピ1\ っづ、 いて理和スf驾< 

/夕a)の合剛脣について〇つ ば曲告着を利行していもつ匕,虱財、 

地の邊林匕いう林案上刀重大同題について,基本約刀調查确究がは匕ん 

ど、ち、こなお兄てい ないように貝えるこ匕I本也感て'あも。すなわち 本耳

〜3



sm/用础とン・は凝し・,ところ,丰衆的・の迎林はカ、白りなvおこは 

わ］し匕いるのに,墓臉對の恒栽匕巡わ・>しるものは、爭案・のむ、たわg は 

かゆ題味均E実行し匕むのを車たビけで、める。

蟀隊败刀造林"、を要享るため’瘀^を・たつビ3:ことyめー建灰あ 

って,にビえ遼構滸山繼で伺いつHい仁カラマツを造抓してい瓦 大曲 

点にわたってカラマツの算输をいっせいvしたてることについては、 

が色リの粉»|択めるピけに,乡火な塗林不成額惣カ"•、きるあX匕状、める 

匕しても,当卒着の奇力を葡く鼾栖ブべ、 がビあそうC .

岳喪政で、め,性钦をいそぐあまり,苗木をス牛し冲すい卜侦マッ・エ 

ソ、、マッ・刀ラマツはた、えている次,大都分お商冷池で玲めせ、けに、 

Wの左看工木妥•灰ある〇アカエ.ソ・、マッ匕ダ、イマ、ソ龙!資で、めろうビL、ラ 

巍挤わるとしくむ,徙來也林しヒことカ了知L、昏疹う山価彪ごめるだけ匕 

これめの樹麓にしぐ gMK蔵沐すみ匕いう隊証け盲いg靈ブるに麥さ 

の吝び發慮、さ化ているが:(5たして葩THこ’、ろに,ビのくらいの大sミさ刁 

苗木灰,びの程度ノ)專をうけろかわり、っくいはい。/ゆ・上になってい 

©天越生の推敏瞬ポ港さの害米うけているほと、‘て、、あるから,植えつけて 

から孩初;2へ3耳柿等に脊って:6 掐水決、ね女〇公高さに宣してから 

枯れることる労えうれゑ

未岳への密山道路沿いK,海故备ノ〃〃ルこ・•匕に試髏形を設む いうい 

ろの遁林脚fを,健えて生考状怒を比數調査すゑg照あるときい‘たび: 

この球の籾"宛で林すべ、きではめる変［、。

まず篇ーに題攻しえいのは,林衆經琴の比めのな生調亶でわって,天 

嫌更斯および、人士あ冰の成イ向上を瓦操として,風罟南後における;®生 

の殁化をくわしょ比較曜し・さのに二北から万リハライヤヒメレを夷 

〜千～

行すゐとき建生がビ、うかわ若力、を吟味してな丹い化い"植生破兄堂は, 

人涡な加丸ることを忘・比え天然本血の施生靈妙の爛斐カ、ら效け松、して. 

天燃更新お」び、人工造林の耕助オ铁ヒして広汎な派林生態巻の知紺を洛 

用ブゐように费力し・ど、のよう耳造林対茉生適当とするかを立証で、ミる 

ようば資料を裹めるニと决吏要でめるど若える。

王滝:済林者の跡六反简山鬱林寤の喜6T有林だ 湿世.ペド、、ノ〜,レ。えぬ 

IC 苗水を槌えてん有匕ほい匕いわnるのは,天燃硃をいつ比いビ皆戎 

し匕匕うに吏壤の涅版kNはなはビしく蜃つ/知眼で、はらる百いか。

層愛竦で、・台風ヒいう不可翔ガビよるあのて、、あるVせよ,混住砲物 

の美我或沒Iにガ'かる。し化球、刀で,X,エ送林,のばあひば、かりでなく,夭 

燃更新のば、めいて、、也 理琳:成績をよくづ-哲には. 笏性梃匆r配おさえカカ 

沸わ苟家プ"るこzボ里维でめろラ。

エゾマッな台風の笠笄状、めずらしい大壹亦•でめった米,その稲街は空 

どんビ、见らiC TSいばり、リで•官く• t!べ礬宅の席のな炒Tわわす、水しみは 

えてい何いの成,植生,の蔑祀斐、はげしく.波程植物んはじめとして多救 

の推章米まず林此を占有したためで、 めろう。

ヒくに/“D机以上の高山也将.人x延林はほ匕んど湘［争できな 

し、H若たらnるたけに.カリハライまた口ヒL イにkって広業樹今氏 

床更Jfrg促進ぐ芝るかとうか々頂垂.に恢討Lでほい八るので•カる.潜米 

は机衆砒坡を理想Zするは•わいぐも し、 ち为う玄禁招林去し/2ててがら 

、おもむろに剜模幺彰换すべきにめし、玄わりそうである.

刀パ、絹その枸の広業蛔の後林は 、比油峪址ぐ試験的に关衍2 RC匚し、 

るな•會如於の臾地の柴うな夂面枚仁わたる:葛冷抱では.まず氏床宅紡 

g企句L如員しし、•カらろんな差撤をJ'而横す‘つ歌殮豹に也林1•る二と

*** b 〜



を希望するの•寧噪•匕して日まず天兼受新に劣力Lてみたし、.

カノヾ類の人匚造林

モ井木材公る坂用陳水の一部昆色給するE的でマカベ会橙林r•岩手し 

たのば比般的古し、成うで・あるか•椅襟炭"X lて儀氏久径木玄生産するニ 

匕|二世园鲤び物し、 としても.廓米!・枇在主・舀苗と吋るばわいI二はカノヾ頭の 

造林に笑竹しやすしヽ〇

氏间の毎木噤右は、すぐにカパ類の歯本を生寇していカカ:'.二,11を眞 

入収で桶え反と二ろ苗叔)、枯伏たという話を苦く.ただし•苗水双手孩 

ぐわったためでおるか.あるい口么菜酒/>曲水にノエ収ていぼし、たわ桜え 

つけマの化の作条I二欠,点カ、めったがビらカ、明らKなし、・五多缎、S木 

為旌席兌汚で口課山の社為妹へ欲験如内つくっていう女・娘初/ケら淬に 

は氏疳玄植えてかなり柘らし見カ: 、その後为ナから環宙するよう匕なっ 

て行珀刀、・よくなったないう•なあ・今應橫えた3・ラカべはUつ中に沼姑し 

Eのに・デリカべに!!コズエカ、•芋分ぐらいあ爪座ものの与いのは ・蕴持 

当時ダケ刀ノヾ口すそI二成長いスじめ•てい专ので•はわるまいカ、・

k.もかく ,發g<尤分てない厩おづ' •カノヾ類の宙术U拈成やすいkし' 

ら話をきくカ、 ら.養由の方法色改若するニとカ、母務でわる灰•笛木の荷 

值,リ打よな輸送まだは枝府・のさいに ' 針衆樹苗い】な力った注慮幻始季 

匕すろよう I二寿える・

カノヾ頫は幼時の成濃カ;は < < .技阙か危い匕しても.伐期乎均材損成 

艮塗はがならすしもタくないと整う灰・此し海未にヨ侮心の农唾虫期 

待で・きる二k,匕、苑月巴の劫戒ぷし、ちじるしいたけに•あらかじわ)宣林係 

宵法を検的してわいてもらいたい. す“わろ瑛養南極の击ホははな・は 

〜b〜

3 枸でわカから、ニれらの貪堂なあ永幻便って.倦耕尿轉;〇方浅玄缺 

究したリ、底の、彳、班絹地えつくるは自、彳、醒済”二とは点い・したマ’つ 

て.林木肴悝の应呆/Kあら松nるMで上・植林J呆肖去の芯薩向關会畔沃 

しておくニとか息籾•々ある•

等ナるに・亮檀场R以«聚樹Z〇窗槌を云さく Xりおげているとす収は、 • 

獄案試較埼め遮林部門では於棠樹の為南お、よ汰曜林侏肴该め商充に為手 

すべきやわる・

北海谐.におけるカラマッ

カラで 、ソにはZネK < k ノウ寸平の害のほ・〇、・ナラ夕ケザ落渠祐なビ 

刀族書众ち、 吃ろしい"、’・化湎4_kお、 ける庄資扶離!3比虢的rぐ胞ていA 

た日し風!nreを乏ける二上刀、、童作でわるほ刀、.適地公えらぶ二Na此w 

でおる.カラyッはぐtc地に為っていわれるxj：,地形ぐt j勿二よって说 

夜愛に心・加ある桐カミ,いから 、曲弛もくめしく調冬しvもらいたいも 

のであるO

ノヾイDットフォし入卜k しズ為名匚・なった釧路若様君Q厶由址若巴W 

禅筋山建の風吊踰地へカラマ、ソをいつけいに造林している二と仁は g 

治、なし、 わけで浦はく ・ほな、 の桝樓で紿幾樹林布をつくる二口カ、•蒐水し5 

V く吃ノネスミの各日、新蚀当旳な坊力し玄いで•ほほ克全•に随除できる 

匕しても.於松してから尺瓷・生・し・ら•おそらく対豪に二まると忍う,

しカ、しながら•刀ラマツカ、北海頑_における機林成!"俺ヒして电我て-船考 

二ヒはもち3んでおって、就くに氏眉豺、にほ彼艮選冰爬カ;芽い.构す季 

鼓/Kうい13 禰惘わ!£宴なし巧し、 二k力’、いあしるしい阪尸斤でかって. 

いっせい匕リっは。に成林する傾向/Xちる农、通粘の’普カ;.お’そもしいたけ



I-•隊杖.间’伐を奨風するニ匕カ.•每移でわる.近年小九欠の寤渡衣ふえ 

巨のに反して、中後水刀あ仃がわるいたわ、间依手要"绮玄ビなえる人カ、’ 

おるカ:’、必くにカラマツは愛者仁なるヒ抹束カ:不也冬になって雪なビグ) 

害玄うけやすくなる。

北％度にIJ道.立y)弥菜試:M剣み、•なし、カ、ら、只る林,の指韓玄為腐•すべさ 

で、刀ラマツの倩休倚、角A重.点的匚めリあげる二匕カ、遵弍しく.ヒくに 

間我晨示冰玄つくる二辺刀、急捞であると方える.

卜k・マ、、)の匿林.

カラマ、、ノ勿!!狄旅さグ人になるなしても、图肩钦では卜R•マッ刀、直供 

c主松'であるこヒに〇、伯-リな;厳い•

幼碑の成長か・、そく ・した力;って伐期な高いこk"、扯削玄ろけやすい 

が、現在の債林原南技には改客すべさ点なおなと恩う"従泰のように、 

比ごしらえの経蘭・ガ、が乏む二k匕、亩水の不足上カ、、おもZ7理由匕なって 

スリカでス."。本内外の宙本を積えていては、成林力、おく・Iるは•カ、リ 

で・なく、匿林不成績地力、•でき2すいが、 植村本4tQ；\9して.' はやく閉 

鏡乏ビ、さらに間伐さ策約に巣行すれは’、茂朔玄さけ・る二匕もできるし、 

枕成な長童も惹•外にタいものヒ想隊する"

[k、マ、ソの业此は衣本本、致なすくなく、しかもふそろいRわって, 

試、變地の設目ニ適するようなー育林は妻inであるから、ます<、っせいに 

成林、させろ方技を檢討する二Xカ、・忍務・で、カるのに、造林弦にかんする詫: 

験地を兄昆二とカ、•なし'・

問伐詠:験もはとんビ臭行w改ていないカ、’•定丄法物林悠の向井い成わ 

るI'ドマツ林|レ 問戍実行依の画缝成 ・ さびんになっているから’各 

へ・〜

地で、間枝試朕玄実行してほしし、 °間伐の套さは 、 東反状:態Iニよってか丸 

るノ/霎力、ちるが、間咬実肖後Z)立本本メtの割合'玄ほほ一定ノ割&匕する 

二V・刀;望ましい,たkえは“後成 間戊 尽は音速間代危刃m～ハ％、弱度: 

間修区は普通,間イ艾さのノ展へか。% の も敷比匕しちい。

すなわら音通間代度刀;'ノス辱 あて项るヒす収は、、覆愛間代 色はふ〃ー 〜

〇 本、捐腹冏伐区己/知"〜ス紗。茶になる•水・本・攵二"〜ノa物程 

廈刀增寇£奂にナるノゼ暮はなし、 〇すなIつち/如。茶?.て、,/Vク本内外増浪: 

してもさしつ歩えめるまし、 〇

・トド、マ、ソは幼時の旅長刀';おそしゝ二k.カぐー大欠点で、ある/K'、ニれへ肥程 

水^ 浪.値し、施>おによって肥料水の成長.をうわ:か’し、トKすッ 宙カ遂已
• •

小さいうち]二ゝ肥料木;〇金都また|コ只都分を住・釆し <、原料札也くにチ 

ッフ。材匕して利用する二ヒは為え丹俱,ないもので丹ろわか。各地ぐ试験、 

的1=‘実行づる二とを希建するかぐ、卜K‘マッの成長が・繼压のたわにわるく 

ほるび、あるいは正反対の結衆になるかは、 興味のある同題てある, 

肥料•水な匕リわそく時甥之えむやまらなけ叶は、•卜k•マ 'ノの生育匕えすす 

るわるい影塔は比較的す<はく . t'し3成、晴くなるなめい刀、、あろの 

では,わるづいか。

アカマ、、ノ林へヤマノ、ンノキ玄混姮するとさ、施冃E•によってヤマハ 、Z 

キのな表が之かんにはるは、びりでなく、フカマ、、ノの生育な4: く门: > てい 

る洌な’わゐから・幼時の成長刀、、 おそいトドマツについて、二旭に.菠す刀 

・法を検討するC /な・為’笏である匕再えゐ・

・トドマツr)福村木敝な・けいのは、 鬲木代刀、高し、 ニめと、地ゴしうえQ. 

経資力、•か乏む匕めでおろう众、リつは。に成林さビるに口、歩くともお机 

Mたは殉状に密生兰水る二匕カ;・紀站I二戍孫なのではわろまし、か。

ヘア〜



なお小扎なカ常卷刀:ふえて < る匕、密撞する二とは 、経し港Eも有利匚肩:る 

であろう〇

めにびく ,妬海值匚おいてもつ匕も重毒・な至:林褊・種でめるにしては、 

卜I-マ、•ノの度林保肴にかんする試檢地力、あ まりに心なづきるような印泰 

玄う!づる。

保育形瓦垣絞試験

加?方k•協議して、重零金松材iについて全国各地へ設定乏れ匕もの 

でわゐな,現地玄知っている〇13苫ノ・故宮脱部内のカラマツた•けで’お 

る.^

刀・びる試:驗地力、•重要である二と在殛調した囲様者Z)なとりとして、 芍 

勢よろ二は・nけnば口らUいわけでおるべ、担・当の剧咒羞匕ら状試:旅地 

玄設定,L反たけで、満足・してしヽるのではMし、かという二Z力・、•気にびカ、る"

全林な同じように育ってリつは。に灰林すろ口らば.将朱価植の高い風 

果を期待で芝ろはすでおる4・、その時顧亦あまりに值い海未であるは‘力、 

リでなく,そのXさ至てP たして娯導匚育つカ、どらがわびりかねる二匕 

を知っておくノ也善农おる・見政によって生糸次熊駅もならは、おいもあろ 

うし•立匕そZ)一部加哭害さうける允険もある.

昭和の初わ劇入悸太演習林へ設定Iたる種の弑験嶽は.昭和//胃展 

風で二ヒニ・とく二わさ)れて七まった.义.哭の不塩本おるカ、 ら、 Nカ所へ 

っくるよう匕との大光龍の注惹をラけてい匕か、 記録iにないような台風I 

の害在うづると連命匕めきらおゐほ〇、はい«

東去千案県薄習林へっくってもらったあのは、スヤ79酣蜂•令(臭は迎. 

伝性)汰・象地もアカマ、'ノ植我本駁獄験地も 、鳳マ耍交r.怕さ的てしヨっ

C/0へ

た〇

九大の井上由根放履も・粉筋・々牧野遇瞬也や多R枚の帶状?皆夜作業瓠 

を開拓池自ノ氤で' うしなわ|朴た-

保育形武比皎激験地は、たとえ』建全に育って、いっせし、 I-りつ浦。に成、 

林づるめしても、 将亲Q初究右匚のする財建そめって、幾なの研心は. 

環なの湊粋を活用して、S〜/つ肆間に成東を匕り丈匕わるようIニ努万す 

べきで•わろら〇

摘佶:核上して4知級,P材残I二よつて価值I二尺髭R:おるはめい)二は比較_碰 

究浦はなは昆、困龍でおる刀、、、近眉"のように藤料材在主目的匕して材積成 

段量7?歹ン次重卷になるとす風は、、調敏R充は突行しベ> 1"くなる・

そ/ineしても•彼I二述べる好毒のアカマツ竜林出£のように' 検討を麥 

する冏蹭mい母ずでめゐ・

要するI二・族天业林刀、政底的に人きくヒリあげら札ているハに、 技術 

向上の基調になろべさ匿•杯保高にかんする汰软做兜小あれらWているよ 

うに見える二Xは重れな欠陷では.おるまいカ、。

夭恣林の保育

拡大莅•枝灰ビ俱ほ匕,重専でわゐ匕しても、 二H1之嗅宛て、 きる匹或•匚は 

依ほ一定の限履穴わる•匕<匚比方值は、 就住の/、玉林びん、1、牲けに、 

拡大洼林'永重婆涅されてし,る”、’,氏癥林の尺部分'Iコ侏資様令'して経’' 

するめ刀、、当杰でめろう•夭終更新な期将できる•のけ、 只〜3割史寺巨5 

ら晃解が棺力であるび/ろ、残りの大部令は人工蜂林にたよる二Xにはる 

、んしても、差而禮の皆イ父をさけて、M面棲ヂつ禰尤を実竹すべさばむい 

欢乡いので口児るまいか。約ス0库筋に、当時の御料林では、穴菸更新

〜〃〜



布釦・林作凌五匕リわけて,谷所へ諭菜昊驗冰な設け、气仕そ寸林况［ 

に顶jじJ、補使.-天思生福樹のかり片し・他表のZ)、さおニし口•ビ玄知亍 

Lたり、• 、最攻羽ス弟替林では二)nic順ナる施菜&與行している。

すなわちとEえ宏荣樹・て’桐糸育ナる価値なおる樹水;〇、よとまっていろ压 

最は、二忙を似リ外いちはれきせ主匕して不艮樹ZJ、たまって［ゝる部分 

を’Jゝ而横ずつ楮なして宙灰宣植えている。天黑生の稚幼御な助長するめj 

はもらろん§わるが、稚朔・米なし、部分へは人工で质林する二とにして、 

でさるたけ疚依に改い作栄友実衍している.

現在は人工金林/K全愛でわる匕しても、いナ’股大株弦則我竈Z)、、・的刀、 

れろ時朗刀、:くるほすて-、音力、ス厂羌!に1、て乳図志れナ」とし、われるよう 

に、瓦x童休の実行に％カする匕同時|・二、夭終林のイ很育拖菜え石开究する 

專内泉なほしし' 七つでめる.

北漏j!における林本育種,

林木の育種は.ほとんヒ全国しつビUに后手さJれたな、、地古直奴もつ 

匕も熟七である.

厂砌3、:伐りめら»Rるほご、值林東カ、•高(はる」匕いう話Wきびさ［ 

れる二と刀:わる灰、比为值|ニおけう林木育種水・匕く匕さかんで、カるのは 

指車巷巳あの熱惹による〇で•わろうO

主耍値林痢・程であるトドマ、'ノほし,育種永困雄でおろうと想心％も

^
刃13なく、ほか、の樹棲にしても育種の効衆駅早急に羯待さ般そうなも刀 

はりし、〇

へ々～

フト当や林’穴甫瞳の荷来がKっきりめう 加にているの 直 京士む色のポ 

プラあのごけ芷•カラマック殺瞠ぜある外ら、わ疾巨ごる爲裡骨乏爵 

特・しこ、カラマツ・漠の崔估!卖链づ 手すべきビ、峰•め:戚 外•园産カ 

ラマ 、ヅの造林對あ&二とび有利ぜある・し在がって、比编?.刃林水青 

袍昜ガは 奠恥待ち奴©なぎり•カラマゝソの交卷脊程成秀力しN宣し

()9
hラマ、ソ(臼本わラマゝソす匠わぢU化信卅•カラマツノはセ海道之 

セ故長氏はせいが•ノネズミゆ害逝うけやすいため、グイマ、ソと"共感 

にょつN魅府世力强い匡程もつく化或よい»)わゆなが、ク、イマッは密 

靜匕かか()▽すいから、すべこ刀羡沂ぜけ％店つ優良岳模项乏う商阜 

に育戦され京とて毒え万相田い.

一区ぎし ぽ喩磴ごも、住走種にくあべ進臧廣がよいもめ扶 

な蛟的Eく»んあちはhろごとぶ期待さは④・た.匕へぱ羨向山建の壇界 

再询に万ろZ7ラマッ產地試験ぎそっとも掠哀庆よい刃之、松瓶囲演勿 

喪田苗畑産之:ヨー ロ、、/芒77ラマッとの天愁幾建さあろう匕いわれてい 

る.したかって 答蓬刀ウラぐソ云典 1二、直好 勿う木互集めるこ 

Zは潼当ごちつN.グイマッギ4•ヨラヒ,リラぐソ刃あ哥太を塚り.とつ 

こ・カラマッ敝の固也よ£は林内へ曲直しこワ不、互松るこピ疎すぎヒ昊 

行ご也ぐし、均,

採理崑京は巳 師・廃用刃資料互某めなI二は 人工ご兵維ナ至芯斐が一 

方る之してー6、事業兩のタネ互粟のるに或従萊の田稣目同じよう!二密 

言すれに工I)かどはあな氐いXX .刀、函腹の匕地なら匕くぎんのダ木耳票 

める匕は、某約序椭固矛し罢とづる疚、通当力土地と・目数のッやや笛.
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と禅得方Kる依ら日、大m複勿岳海做式採履米なし・互乙、タあ在集め自 

がら用技也生産すわほう戎喘明こちる匕毒える

カラで、ソの廚樹林成セ務逍へ

tjラマッのエリートカ・ヅキ苗匚はす之 ヒ直するものび、あ

るが、阕花は自Zんと更,ら!k昏日よろ之ある 蔬髭用館安避垣冥行する 

疝 の朗花は人工で位追でき苦セしても、華業用としてたくさん勿タネ 

を怏裕することは宏易ぜ成あるまい

门ラマッの穴怒林び菱いのは畏弄県であって•数琢ビノ回程度にせよ 

宜舞にはたくさんのタネ/集めぞ、四坪［こ校う分'も貯莪できヨが 人工 

尷密林疏笑の分置がす<なく、とくに一功也令撤成厩と"耗哭し区 

〇・北海蓮にはカラマッの天•恣林び成く•もっぱら長野県パら苗水まも 

は夂ネ逝¥()よせ:て造林しといるな ぶしざ巳氐决哭の分童が基く、 

也あ道之はたl\ Nいつ年ヒはどこか勿此方臣也侦セぜI)くらがずづ 

夂本を集められるNいっこも遐言ぜ目おるぎい,すほわち長野県之甘 

用へぐ。耳生に臣っても^・づ或か顆涙し丘いのビ 蛆酒道にはノつへ 

ス〇年生N顆実がはじ天る•をめ谨曲は•わかりか"る状'、カラマッカラ 

ネ勿整业な也洞道ざあるという够ちさ外さ风る〇

技奔県勿直大業者な也就から夂木历とりよ・日てカラマ、、ノ苗をしたて 

ご〇ヨ卬)わ气るな•スぎやvわマッ反ビとち状、って、ヌ本の筮业が適 

当之立いたりX恩わ饥る苣林不该領地は段zんど柘ら处こい& 1ヽO

カラマツ刀ちい醐簸は田なに反いた日"匕 湖由叢勿關苗沏に 

あった己勿が、、/ケ夕7年のオク号韻ぎ屠あうけたあは残念である? 

裸、産地史よ&X長重刃差はわすかNあつて、調査,す五ミ以二順位芥い 

〇/47^-

くうか人 び わる田苴で万つ在とさく «

要するに.：fc毎道.之集めたカラマツのタ本互废って己、适林瀟にい 

あじるしい差か、氐いXすれば.事業用のタネ・を袂給する伺•楊械式採種於 

攻主Xし乙"あ道へ叡けるほうが右創ピ万る。反雑&細には:时林と 

して経當する樹当ざある林业が比較曲 >い.

し.塩野苗畑に目业・酒遺産あわラマツは植えこ匠なったかち、も 

し不安二匡うRら式、これ・から冥行• 51.る卽訣験の牛へ•化础産ゆ 

父ネ巨切えて比厥す外ば、よ〔)•

要するビ わラマヽソつ夂ネ苞麋めるに成 ビ、造る注げ夏数(すく氐く 

とるラ回以上)のクローンを髭値するごと度差ましい。

カラマ、ソ顚勿天怒建MB.

道潟・がすよ旭之いるカラマゝソ勿ダネを唾うこN公箜ましe決、ミら 

ヒ複淚勿ちびう刀ラマ、ソ類互寇植して 天遮殖鹿を期祥するこNtUゝつ 

そう面どあろラ,菓めらMるタネのうち、天海趙焼はほ:んの一飾分で 

あるとしても、もし跋長泰は汐いとす炊ば 、・畐、育疎uさい匕残ミ匠 

るかち・桟期!て・す2ごろには是杰越崔刃割佥はかほリ易くほるであろ 

う・

ケ.とえばZ7ラマゝソ林刃周也氐左は麻內へ尷ヘら胜在ク、イマ、ソから菜め 

危夂ネ互まく と、7■、イマ、、ノのほかヒ、爰ケお天飲殉禮陽じっていると 

想像さ！Hるな' 雑建之あるか、、うかわかりが峙るなら クイマッ系:/7ラ 

マ、ソ X呼ぶこ史匕し巳らすろ•ごろうか•たごし考え水在ヒよってほゝ幻 

ラマッ勿因子が氐じつ套グイマッという慧味£・カラマ、ソ系グイマ、yと 

いえほいことも在い,

ベqへ



爰するに•沛兖1ガ祜彖とし・こは・/フラマ、ソ、ク、イマッnも 之mをI 
+耗蟀・匕近いx涔えら現るもの之、 しかもな:長、形庚ともす之、/れている 

個叔すほわろ工?jートを.えらびぎして 人工芝灭榭巨おこ丘う二xが理: 

想之必る/1よも、軍業用匕使うタネ・は從来使わ忆こI)わタ木ヒくら 

ベ己、 すこしどもすだ处た呉状あmは前足とさるはずをある.

蔑依物の癡良昌疊i二は その繼や娘莫かか氐ちす、し七期寐ご匠い七 

のがある之ぎが.楚街蛆のいちじるLい林木:L題諭你誕にここわ 

I)すぎること 遍切とtXある求い,… «

カラマツの外末盛鹿か眞液床Nしご型存しているの成垠海道W Itどあ 

って 蒋未«カラマッ溟勿猊言種亙実行する匕口也鎚が適％tある 

と考之らKるから、史酒道匕ある盲裡微丽はまずわラマッを,匕りあげて 

もらい切い。

左M欄Tの育藻

肝木黄垂は困題の爰い仕直之はある疎:外禄tic くらべると.、、つゴ 

ん匚ば広袖のほ抄実行じゃすい.しかしながあ 育履卷林の敍果 

&®y?るEめのひ匕つ 礴明手段どあろなら、直林のき5ない敘複^ 

誕に日Nん必惡慧悚ヒ边_い・Wむろん.育褸匕该击す汎ば、這林Q価 

崔は葛なるから.ごれ公らの造林甘 青齡よう肥焙勿効衆対、病虫雲 

©防様な以云充分に考蔥して.判両・五くぎすことが重要之肠る。.

g少地方だ、噩ビわぽつ5、る広鞘•ほ.アカシア題 ユーカリ、 

ポプラ氐Z勿外末櫥後松・ふ規瘦ク砌亦痘度之あるび、典道で点'な 

葉幅•力造林尔すどピ誠験曲に実行き敵ている氐どど、首画菽网N、は広業 

觀・仁更吴あおく順佑!疗:历る〇

ヘノ£～

広葉割朝時カ该痪びさかんだあるXしても.ク日ー不をひろげるた 

め立_耕敗がすV云い歯聚せ历ろろが、枚:期平均次磧族長量欢恩いカほ 

な貪弱ピ必る。段期米低IにとK3とつの長流ごあって.ミらビ脊理と 

胆繕えヒよっぐ 伐期苞さげるごとがえき圣としてセ 寧度面離在］) 

あ主産匠暑める・ことは辱易之あるざい,L毛成って.水狀のキ•キンの疋 

亥づ氐いNすむピ 我期が髙くても登薬稿初・床あ有制ビする媒韧があ 

るk匣うが、通い指耒ヒ育翟によつこす吐らしい優良呂瑾碍をきる 

望我作ある.し庄が.つ乙現饪の造対通膚廿ほとんど・尚暧になら丘い氐 

どわずかどあるとしても、育種の対稜XしてNりあげる:・心::以、餐’或ご 

定,

導X育也

セ溯逍の主要劉谨垣這比をく此言苗・か!!ずかLく.建隹でZ大商農匕 

這林三乏る刃玫トドマッビけ之万ろう

こ人に反Lて、れ秘權は育苗び燙だ场つ左肉原£あっこ、いうい 

労の制厘/匕りよけで卷地へ造林した度、乏の戲績ほおちむれ不、族之あ 

って爰在造林區直ドあ辻と認めら脂式1'るクはス,卜ローブマ、、ノ危け・之 

あろう、ストロープマWはヨーロッパぞ快頹螭劉"、むつaも塁い嚮; 

為匯Xしえもぐ啓やごれたが、號食状終生して癸敗し栏匯央があ乙食け 

に.わが国ども穴直癥にめ点る一有造玫にM木麦がある ほお群馬信八、 

後山名物之あつ在ストロープマゝ、ノ Ht ノラ«ラ年刃％グ写勻風ビ大壌を.ろ 

ナたど声! く〜

一時有・塗視ご敵自.ヨー d、ッパトラヒ中 罷天她ヒわけ丑生育国す戚ち 

LUび、唤昼すゑ人歩 侦い刃は 乏れ之ナカ泄並•びあるク式あうう。
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ヨー n、、ノパアわマラO生1言かわるuはは、タ木の産询居適当:之氏力、っ 

忐柄と爲丸られゐ办ろ逼刍カ産地五えあル之傷度碰hのタネ巨とり 

よせて、 理乂 極 匸客カすべき之あるx卷調した学者があっな技、反し 

ざ但そぎの声を窟［外点くEっを.

内回產施・禮ご立え タ君の医地匕よ/?之造林菠I二差がぎきるとす 

れ日、産如R%J外即隨のタネ匠とI)よせ星林すゐヱ/は危険であ 

るといえよう,もし外耒齡塵を造林しなげ粗ば 斗囲曲ピ導X青鹿硬 

行すること難幾務だ万る。

函日本の一都ビさむ歩、れてい勾テーダマッには,原産現のア乂リカビ 

る麥敏のアイプがあって.形態との他匕大澄かあいわ世&,幸に 

して,林棠託験昜ぜは.策紋が明らかビある多救のテーダマッを史りよ 

せ・て・誠験地をつくっていはから•わび国どN乏力画題のF勿吟味ぎ 

きる之必ろう・

恢琴ヒノヾ泌種斐故鼓險、

津軽半・爵企蟹田莒林署蹄内へ設けら气た誠験她ざ・匕ノヾの絶味仁泣い 

天炎林を水曲頹れ皆位LN又ギ 、アカマツ/•7ラマットドマツぢ 

よダヒノヾ舞林LNいる 皆枝にょる土壤勿疫似乏調萱し丘がら 態栽 

木のあ育拭態瑾巣すまるつ之、セ壕ヒ成禮％2)必イプがあるか、 海 

直後匕皆技のよい影齧が見渉れを音けて、氐走丘く悪い影知があち E 

Wじめ丘虹いう.懿彩琳:莒の沖胡衝課長の设累ヒし七がって山谷 

君一技宜バ鼓星I.なもの之 山各切淋集試飕東あ支易淄ら好風 

在^宅.この讓、験刀•調査MQ定を拒当してもらu在いも力之必るー

匕X刃咻12せホドソニル!:・環が蚤く、Nく匚スギの生言ヒは通し点

-**/^*>* 

いといわ姣渓、乾澡のぽほは片しし)土瑛は别としこ 、 右ドソールこの 

iのが致命的の霆影翌五与スろかど孙亙慎重と碎味してもうU Eい.

ほか刃地方だ逻林不糠刃直大漆因之あるとしNごわか、Mている显& 

ポド、ノー丿しにしても.ポQ、ノーノレ己力五のの影将どあ击汰 大寒故あ首 

伐L反こえ匕よる並隹捲直陸の原因2あるうどうか在充分に嵌計し«£ 

厂卜觇成環ら田い。

• Xもかノ、ポヾ、ノー儿化攻泱してごのきI ()傾扃でなl)Nしでいポ 

いノール塩ヒ攻據裁綬•匕育史点いようにさ船ざなこるごと直通 

当之はあるまい.後浑ヒ顷ポト、ノールセ曦も历るか屈、乏刃・果が期待"

HKる,

このようほ誠験攻 林茉上XTEだ匿罢Cあろとし五も、林業猷鱒 

のなざらM・た予算«甘実行しにくく板な莒林蜀著ガ斷為ざH、は爪 

滿匕ほるおえ阪があるから、規蔑の大きい実甲哉験は雨着が励力I直散 

定寸均二Xが最適ざ历ろう。

な垢淺床山禳のブ尸林だ沿、踏 の訣験地鳳 宅する訐便冰・るとき、 

・く、次地のブテ:派M分布の区穢がなくしかも・拡大這姓の方斜が瑣旦 

LNい氐い慎・丹に・各析入ごあような誠鞭也垣っくってもらいたいも刀 

之、ある.

アカマツ這羽険の研毬

アカマツは天來歇T5'兰ゝるX°ろ主裁庆尋いの匕、天敏下終ヒ如€ 

すN翻蚕础熒外ビい,君含;k専之甘‘么 につさ,0本内殊の苏 

稱色秩()残す更新浅(召権wな葉錢)班獎して・翔有附蛭 政国有林 

民百!恭X必く実行し以)るピ兰くび、、最也ニti2M幽心(｝す女声:0

13〜



ヒするれら.•麻華場捌技場で蛙ご勿画顧を踰計すべさではある 

まI)か.

ア担マ、ソの人工造林匕不段、績地芥多い刃は、直摂をきるなめどあると 

いう説が全园匕びろか'つN()ろう.苗木あ植えてけつぱ匠アカマ、ソ林匠 

wててI、る洌厌丘いめH・で成五いー "EYえば山形県のシラハ•父マッ( 

白旗宏)踞取県のダイセンマ、ソ(太山松)匠ぜはえ勿一例で苞る。

ママピ辛茴右植えゐと反頹公よい汶いう削万が昜い术 棱植.のさいに. 

直眼の大邵分をきりZってI、ゐ,

愛伝子がわる3 X恩わZUN西樹勿ダ本宏使って、造址不食慎苑ビ氐っ 

なと推定士おろ冥洌筋T7カマ、Vとスギと匸夏く とくにアわマッ攻優良 

冊制のマ不垃侵めることが反反は企函趙で、あるをめ 通钦用に快相京ゐ 

マネ云孑・びわるい傾向があe.

L・在がつーご苗畑之朦淑七双るアカマ、ゾ邕は遺伝寻伫殽度尺あ4 

ある治之徂があ3のに反Lて やマビ年苗は御丸産のアカマッピあって 

遺宏孑あ、之らく欠要万直。/恩わ们る。

项おアカマツ人工壮の形亀岡?る()最:kの谡由は沐本數顼少貸い 

在めビあろxuう説な稻カブある.苗水あ鎏也植え汎或、辑勿形貢ぶ 

よく臣る曲りで氐く.另数カ中づらもつzもす•で仇己いゐ滙］依近送拔 

ごヨる制勿、大きい.

T7カマ、ンを萱林するN色・值倚本敏垣途躬匕ハえてj；｛薇 するこX己・箜 

よしい度、天慾生の植樹状盛生I N 10林地豉ちんざ、での履楊互 

/免んあビり3、ククQ本権度よえ、へらして、相形や生,菖・3態公Hう 

パ貝か歯看しN之ら()石。’

**•^0 へ

人匚林B、ゆ砲艺を分め联しても,苗本の下夜が人己く后リ .たくご 

んの花琢をつけるようU見え会が、,二祖・が移植のなお丕あるか、 め・るし、 

ほ立・年/故が』ハ、えめ仓あるかを諷查耳るに冠,夭熱性の推衡が凫生し 

でい 0一都汶稚く国用し之,江本;^敬の形馨之諭查す讥待・向離辭沃の 

ゴギが膺ら丸る理易がある〇

X ・うく ノア万ズツ苗の適し根をざるでX、さ鱼人W・尊乏§えるも6を 

岸K? Zエ'ラ報をはあろが.正ホ本数が:極端匕ちか、うばあ、、、てめ、の3う匚 

づわるびa詢夜.Lな資料)す,人工花,尺忽称ビもBNん松觅あたらを0

芝の他造孙不原陽の冢因匕Lこ,シ二クイ、二ノの亀,寺入不巳をZカヾ 

あげられてじるカヾ・アキすツはうせ此、二育つと赤して,ネ過当な标近へ 

适碎して夭馭している例水竜、齊に多ヾ。スギ,匸)W玄造めで、三乏う自 

洲也を漁らぶならば,アカマツの宙本を植え之も,リつば二育つエ思わ 

弘るボ・アカマツの造林法、注、チ;越更新•ス工签杯Nも、あお詢晅布沃 

な耍写る昊が或七、、

民拘林オく匕総ノ Dしア瑟!が,アカマツを人面顧ヒ造孫して成巧して 

I、るのは,研樹を瞻泳してタネZ集めるなX、 ,爰林栋宥匸埸定している 

I尊カ、,適况をえらんを'し、る二と玄耘乳で哼ほるぜ〇。ほお穴然澳新え明 

点でご之う丘ぱあいて、洛,進んと、苗水艺樞えN臆・怖があるのは,夭終更 

豹だけにたぶ0ど,アカマ、、)の云哀がもつノもすぐ双でい岩次也が玄 

羨損・かZある二之をお之れる伝めで、あろう。すをあり,篁辱發WWくさ 

ん< 吏つ之も,全区或へーせし、匕了ガマッ笑荷でる、言ろぶ有利を、 あるどじ・ 

う君え疗匕である 〇

国眉芯でIさ,と、のよう反更渤玄を豳・当とする歩にっし、で・たくさんの



新料を最舟孩二匕が栋紫戳験應Xして建蜜序課題ではある当いか。& 

お夭恭更第TZ有司己する皆、あいが、ある匕しても,戛新成織をさくするた 

め日,だタの経箴え去供する二之が鱼登なある。

若寺隈号菖も、,密期脊'成林柴/稼して,ア丸マゝソウ各桓逢球宏史比較 

し之リつぽU莎巧してじる。アカマツ刀造杯旌Xしてみご、 とに威林して 

ヾる庆,坦形も［し、序う公/区威之なく ,以回のく I)かえしか?つくつて 

あるから,芝勺域冢)す権頒/、ごる信ず&、あるー

レガしほがらノ林素の奇喩•なし、 つも同じ婶家メ得ら01るわけ3、な义, 

% く匸朱約な慮譲持又W峡直と写る逐林※恃,蜜宙の、翅死にさって欧爐 

が檀端にづわる臟向がああ。

たとえ'ヾ人匸下種す母わちう、カマ夭は,輕i瑜也袞・約口実朽ヨZ Z ノ 

、ノフぽピ滅g若の匸,爭蒸的匕冥籽して寻入が組放匕・なると実敗芍る 

3が、 あZ •

しなが、って,诚蛔における枝讃が.爭紫以しで実籽する湯会にノっ 

を匕をの芋はあらわれる・)のふな。 Cと之钮っておく'ゆ卷がある〇

惠するに•專・的匕な<実純する口ゝさ,遊嗾の荏け坡植若力ヾ窦朽して 

も矢敗ポ歩し、exが、鱼箋企あつで,なとえばgの謔驗地びジカマキの 

gがすぐれて。るとしても,ぎ之マキ矽涙く遅装する二匕には賞液U 

か松る。

够魅の題験也之見尊すれぜ,アカマツの人H造林水荷珂で、 あるU

理解・なきるが,ど'の鹿林去びもっともすぐ如そし、るなえ兰める匕、す,削 

に検討を耍する昊が:乡V 〇

於丸ヒしても,ニのよう诲模鮑的長孫此をつくる二Cは、林喙誠験ゆ 

惹破を世人ヒ蟀させる効泉が穴さけ。

-y カマ・、、)»カラマ'、ノが

アカマ 、リの天・於吏理TZ朋楕Eたる階あ>\?は剔ヒして,人工と、苗ホZ•痘 

える匕は・アカマ、ゝf ヽ、之カラマ、、ノ若希連すろ人质多い〇

カラマ、ソB協碎歩渓籽しな写厶•う、つ幼清仁おける成哀がさ歩んで、 め 

&= Zも’その,'えつの涅由aあろうが,アカマ、ソの人工林は或疝がわ 

るいXX、う先入観王鱼大な曲欵を拷っこしゝるよう匸飢える-

載甘に聞'アガマッは履液人桂芥が構造故めしa更わ机る尽ける,そ 

の大股亦电蝴・核zして涓賀ご丸たなめ,人工怀冬慵澄我を生莲•节る 

が^綬て、あるめ苓仇ば、,アカマッの贫林がごらわれ尽=とは当於で、あろ 

う。

仁itに反して,也!羊なづ存リ寺メつW水遂水で、 も,短髀校Xして担当 

の而格と、电徂るようになつWため,ア之マツの人工楚林は有堂口辱つ气 

こら匕椭造我匕して戒用で、己る通晅族を生産で、ごるばあし、に、さ・Vつき 

う有利匕后る二Zせもちろんぞ、あっと,つZカマツ勿羞林は之ラマヅ云 

る・と司つ、ぎらなけ• 1

•進冰制•種Vして函者の得天を吟昧写るニともわとつの疇飄で、ある状・ 

両君の混東林を检対するこめむぎた亀呉であ冬。

スぜ・匕ノ关•アガマッe厶の澄休tteが詼军生I二なつでびら’杯内の 

人さし、是沖"へ、カラマツを浦癥「する匕,汝羊裝匕はカラマツ刃ほうが臨 

駒にほる信七、さあるから‘裁河から岳!畴匸アカマツZカラマツど自凝瘟 

3る匕,アガマ、ソはカラマ、ソの説圧/うける二z Iて存忘。しなが、っと, 

游さ種々勿割总ヒ.刻状さなほ群京に涯痼し之・セの利害博沃在検討 

写るニZが鱼耍&ある。 -

•’鬆竜•l万ラN、ソふりもラむマッえ•有利こする恃、あV>|二は,初塞乡或瓦



びはういカラマッの氏為企をなるべく早c匹麻利用しと,アカマノ Wwど, 

する張舔日するこ匕も考えら丸さヵ;',而•者2L匕も,二残朗寻を看てあけ名匚 

'〇 (汲茨の方WS:桐" 吾乡ニN戒危、耕びゆって,小若专後拐ろはK列ずつ 

の混女を谁奨してし、る拭,之丸以匚の丹果K际いめ、まカざ、るまVへ

六苞奏:ビわたつ之画一的に旌荥づるばあし、匚食,欄瑾の混女はおすかし 

\?がノ友通・の便が白くて,少童の日、軽水a另栢利匸轮おでご'罗ばあ•しゝに旬 

浸女"状慝自蔥穗 的)ニ胡塞す、ご之。す存あり会芝的投戒z巽あaざるsう昼 

眉势匕ある工す祖Iば,酒禮の瀝矢は如分匕成呆を期将・る当3はず乙、,•林蒸 

讖疎煬nして修之の新羌に岩手ヰべ兰ものと志える.

• X』匕,主夏鶴紫樹 の适期宓 、旺羊!・水/して な新rを装麦するこn此鱼 

遊在標顯/ICほるもあろラ〇

コ ・ ノママノ、ンノ气

コノヾノママノ、ンノ穴(適嫁コバハンつは着忝・岩手県魄殉•血をもくから 

渉はさ/zZl'る/で之び、,世がピ知ら机るぶろに存っさは比駿的あたらし 

く林素誠験陸妊蘑分場丕二机をい)あげ、で歩ら涔/幕ラ。霰史に传盛岡 

而を中e、Nして,コノヾハンの養林慈がごづん)二なって,曲木の注文/<扱我 

しス［、る/いう〇

短枝期乙代株利用ご札るため在令林はわく ,壬号進夕け印・心柏二ある天 

題あ5ヾもつめもル当\> Yしわ义くしゝる。痼矜の存場色貝てし、な七、が、’践著 

佔すばらしいよう下、ある.

ち丹うん,コハ'ノ、ンの蛍池林をしたこ二短成期を喚穫するで 七t通当・で、 

あろうび,肥脖水Nし乙二丸送痞用し.主・宴題林耐種牙凝夜Lしで,施:祀に 

ぶワNコノヾノ'ンの成畏をっかん)=し・间丧匕主耍<複の枝板成盘耋をM切 

すニXがでミ后:いものさあろうか〇

林あ肥的の动泉口っしヽては謠璋がある匕しても•コ・ベ、ノ\ンのよラ球樹 

植ほ弛旺•にさって 成夜状態が、一甕するのか、普甌乙、あ呂・昭件木田吧阡が、し、 

らな侦ぶラに考えられやすし、 が:専か以膵匕くらべ、て洗:駆の効冢がし、”・うぐ巨じ 
るい\のが皆通であ瓦すなわち枷€芝お、Uたる匕コパン、、ノの題椭疽は半嗣・羽•初矛话。

暁芍る|二,祂既1二ぶっこコバ、 ハンの或長が、さづ、•ん匸际る!ZNは明らカ、 

さあるが、ノコバハンと混尷ごMlる主妥•造味掛種刃生有が、ど、刀よう匕后・る 

少さ,二也づら検謝E电する重車課願な、あっこ,遂女の为瑟七よつN滅 

糠匕尺達が、を当劣と考えら说るだけヒ,林紫議爺通ふ而泛讀憊めしてと 

りあげ、て之らしなじ・c

あち、岳褸改艮のとしご領董で、ああこと后もうろん乙ある.

的 蟹 価 帯 の 逝 弥・

豫兆他为坟の他のブナ航日’おぢお汝生產”が近く,しうちブナあ天 

愚更蔬此应磧が?はほは砂わる< < 戡衆歸;炬田森林がます当す能藻するち、 

芝双が:あZ°したが、って,宓人造休の对象/して,ブブ舔つ成琛铢池度 

さわめ之鱼逐さあさが,気辰が:おお心板宿7论さあっで,送当刃造祁觀奁 

が在く、Nん匸多辱询帝ふ浦し、つ乏う至咨樹種刀/択ビなセん乙、<、る.

弦臼本系のタ磬他带冬浦,w z* と天燃主の針来微が玲いばうI)乙、 な 

X,苦心して選琮して・も,皆の考をうけやすく,成邨:2也る二Xは君易 

で丘じ、T^reuトド ぐソび、生音しこいる地方ほあるが:,觀•砌疥ずな目 

后、あるし' ため,田我、/しで判用Eきな1ヽものづヾ多V?。な、 内唾ヒ序つN, 

気廨建がガあってシうベがあらわ讹で1、る也或で'B,アオ直1)トドマ、ソ 

も主奮が点义,材:荣上而匝の高い夭悠怀がめずらしくなし、 なおシうべ 

/ア7TE.リトドマッ、匕が泛生しでuる业方そ、す.稚韻が甘えやづ4 ,

へN&〜



し、つ摩んヒ旅•林を律してし、る。二丸匕反して,シラベ之衫馈つよし、アオ 

云｝)卜牝ごッが吁、J•地おさは,造芯精箍あ沢星して瓶麦方"别"従己める二 

乂は驟であみ。

丰故にエ乂コマ、ソカヾ酱っている！te歩七あっで,マッ渙zしては磬匕对 

す多直拒/隹が礦じガらノヒ乂コぐソを訣景的七造林するnめI#通:当であ 

ろう〇

ブナ带卞為で、博、スヱg造孙して成仿している洌があるが、ノ W匕程 

野県刀クマスギ(態爵杉ノは条曹畛・に育つ二ビZ、有名と、ああから,- 

沢をと、のめ へ達’林で、さるがを檢討するU X憶,规也通祁誠・験のびNつ 

の掾剛二な^。

袖哲性と術基性(,确金牲ノとは寇同さ凯キ言むが,クマス会之鹫の歩・ 

ヾ好へ违杯した匕Wろ,寒:1の善艺ラけて花仇ためしゝう諸をきし、たで 

/びあ各から注惹之"愛・すN 9日与之のとm4漾県のザンブスギ(机戒釣 

が、沾礼辱ガった匕'?うn”、右,批この猿蔔さけで、はネ充益て'あつ之,亂 

曜豪が:鱼要々、あるUめ乞示す一洌で'ある。

齧山県のタラママスヾ(迂也物ノや观由堤のトラドラスギ(械伽祕っ 

ほ.鶴均・地に者っている栏け口,建三匕站す3也相生の絕し4固榔>灰勿く 

彩ってし、ると穏條:!おるから,奇宠也へ造砾苓るばあし、匕,W丸らえと 

I)ふせて造林してし> る。た冷し,幼晴ヒ歩ける成我がおそじから,礬だ 

の害匕かつるあ芝"后\?セ方卒攻当•乙、あるま\>。あち、秋田セ为・つス 

矣五,獨度づ痔幽匕よって么吕府ハ)ヒわげてし、るか、,转<のる穫カヾ悬 

さ匕證し、わけ乙、浦なじらしく,粧海の天爲林田てし、ろし、う刃呂種が、ある 

ようU見える〇

耍寸寒。地无へ登旳 るけあし、X,タラママスカ寻Wほトラド

〜スろ〜 

ラスヾ艺匕、)9 Pて遂林する二匕浦道当"2、あろうが,を况山りセ楫の中 

［二、N くに拒血牲・の彈。ものび、 あ会と考えら戒るからノ晉糧の/象とレ 

でZVりあげ、 るてとり燈3しし、。

膏麻県族カ玛邑杯窘都四にスWワ琵弛お験が、あるか、,でれに頫する気 

洗涸池涨瞼会名浒ベ謀泛してあらし、たV , N く匕髙・会地では芝の、必羅牲 

が満Vs 〇

元卅進ちをの檀のス戈'では供蔘の密禮び、知ら祖でし>るZ)ヾ・束垠庄希に 

］吉確美匕苗種工呼べるス戈は后!1'x思うが'ノタネの産地な斗猴族の蹈る 

Iニよつ乙ノ造林成續にAMがあ劣七の杉堆定ご讥ろ。

案する匸.髙冷曲たでのスギ 岳踵の育跋治.姦Nん若奇が:つけら牝

でし、 ほじが',重电尽謀 、題殴小zって、あ3X為え矿

帝角地であつでもZ痍雪の歩い地土カラマツ之造林さでるさあろ 

うが、,風城を密けるニ N系鱼套である。

スギ・カラマッN・匕,建全v竜つ見区が、な［、也方ふは,旅券0?盖志 

處種のろらヒは人曲禎に笑灯で、己る之のロあるさい。

・奇達?3、はカノく類シママハ> ノ关類など、を試験的匕遐対する工冠府g 

をの畐痛改・匕级カしNしゝるぶ,本卅の鶴冷多鸯池带あごの玄索橱・をミ 

•カヾした、して,誠験的造咏を哭代し,劣つ林爪音極刃対薩としこNDあ、座 

る二以が急務で、あふ -摘、m e日瞟とするな案•対の笛还は画锥である* 

しでも,承我・我本检ふ,号賀么オ二等/して,披偵成長童の以ビ稿蓬纭 

えらM:こさまえ/忍うC

電年の竟林.技嘴では,広素耐の雜林は遊漪旦系刊であるとしてもJ圮・ 

魚蜜ち、g ・び康iLtt！方匚は晅当のE 圈がすし、 ば・、 リと、 はく ,広衆尚口:目 

喪改苞あ、9么林地肥落に石つ之本・颂威疲蠻え唐如で己る裡Rがあ夺疔ら

へN"7へ^



显当のな篆砲・をえらん3适^係為泛の布、る匸磐寻すNが危、務丹、あるN 

秀える.

浮ら丽霎經お、 く切!、耐雲牲にっし、 で望,内実験をあ、二たうニ匕む鱼潍で、、さあ 

る久、,鬼外匕おける灵聯の生有状蕉执免験试纖Xが存らずしもー多:し7? V 

ばあ,'があるスNか导穗さ机る。

劣酉地唏の造秫は签边の心彩ふ塢区坦当すると芝厶が、’,二羽から諏夜荷 

宏を吏する商顆び’あ言リ2し'。

、あ• ・ 亏 び

範氏峙拯大遂林がパ五く4)あげられてし、あが、,以 W東日不では歧獄 

すべ三適当‘の薦惹.が見あたら存じ二とが、ある〇既髭の造林面厦があ］、ばか 

I)乙、ほ£ ,吃の、隹砾该織も度好で、あるといえなし'。セ汎匸)胡気?亮が、不浪さ 

ある侍か•交瓯の梗万わるく ・置箇办、 困粧Wあるの匕,吾冨が、不あ分であ 

って,始務着の系足自ほ切華なせ,ネ利な糸村が、ガさ母ってし、る二/ほ七 

ちうんで、あるが’’选林技術も進歩しヒめはし｝•元,東日悪の人工造砌・'には:反 

棺エ荒典を亶する懸嵌殖が、B序话た％,'.

亙日本に浦ス戈' •匕ノ K•ア召マッのようw專全確美に成杯する樹逢び 

あZが、,東日単の造拓樹糧では二初から僵林馱有宏艺帝斃节るてエカヾ、海・ 

であつで,林素潔•験暖/して之りあげ、なければ母らなU血臨が％く,以、 

・卑怠口解永する吐零が、ある-

人工盟林は沐材培巷の寻扱Zしては為ほほ為争靈であるこしても,妥晩・ 

土蔽をの也刃陶㈱から’で祝％実衍で、うなけあ地^、珍いのピ,夭慾林の施_ 

業およか、夭蒸更新匕かんする碇泛が、翌襯でれてし、るぶうほ印象艺うけるで 

五)さ盈戚で、あ呂。 ^

底ぢ,式曲讀あ皆或林泡、し'つ払し、匕盅初"、する［Xには.鱼ふな不色 

ガ、あるwりえ,目敍玄則を曹・鱼与る二/W方息すべさでめ各。

奚するに,人工による穴面稱攢孙も鱼咬であるが,硯・&の夭絮林之冴、 

背しなが、ら,天然更斯なよび小禽福単也の人工垣林にざつで梭龍阖区舞 

とて8く攻せ式施丞を翰更して浦序らない・

緩港初果を騎める匕はつXめて人工彳直穀林を点、eザニ匕"暹さしいと 

しても,Nく匕柬日左さ甬道芯不成、績必をヨやす。不妥が入考し、江う

匕,莞叢、W尽•する〇

天斂鼠勢は人工迨秫上”エさらに困鑿か、多义, Xこ"終:資不度のため 

匕成讀ガ'、わるくほ争履间が、 あるが、,絶入造林之吴号ささな。卦也が、 なじM 

けビ,天黑更新法あ彻死して痰績の柘!エ公さかる/同時に•甫鄂的ヒ浦 

瘧を実石し乙,主建を希め名よラにぜ"するCと状鱼奠&、あるC

テ瑟林の启'髮的施業B,者麻林世勿人工・造林にんらべると英行が、园链 

なあって,口るかに祐漫勿牧稲を、怙电と5るせm二・林亲浦象薩では二 

の同潁を徂当弓る専门象を盖鼠すべどものりgえる〇

c3〜


